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研究成果の概要（和文）： 

 スピントロニクス研究の発展の中で「スピン流」と呼ばれる新たな物理概念が登場し、
その重要性が近年強く認識されるようになった。本特定領域では、スピン流の生成と消滅、
そしてそれらを通して生じる物理的信号の変換・制御に関わる学理を確立し、新規なデバ
イス応用への可能性を探索することを目的とした。結果として、国内外の学会でスピン流
に関するシンポジウムやワークショップが多数開かれるようになり、スピン流の重要性が
広く認識されるようになった。また、実際に本特定領域グループの研究によって、スピン
流、特に純粋スピン流に関する理解が著しく深まった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
   The new physical concept called "spin current" appeared in development of 
spintronics researches, and the importance of this concept became to be strongly 
recognized in recent years. In this study, we aimed to develop new physics on creation, 
control, conversion and annihilation of spin current, and investigate the possibility of 
application to new devices. A large number of conferences and workshops were held on 
spin current, and the importance of spin current was widely recognized. Furthermore, 
physics of pure spin current was fully investigated in this study. 
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１．研究開始当初の背景 

 スピントロニクス研究の発展の中で「スピ
ン流」と呼ばれる新たな物理概念が登場し、
その重要性が近年強く認識されるようにな

った。スピン流は、磁化（磁気的信号）と電
流／電圧（電気的信号）あるいは光（光学的
信号）との間の相互変換・制御に関わる重要
なキーワードである。 
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 本特定領域では、スピン流の生成と消滅、
そしてそれらを通して生じる物理的信号の
変換・制御に関わる学理を確立し、新規なデ
バイス応用への可能性を探索することを目
的とした。組織的な研究推進と効率的な目標
達成のために、「A01 スピン源の探索・創製」、
「A02 スピン流とナノへテロ構造」、「A03 

スピン流と光物性」、「A04 スピン流と電子物
性」、「A05 スピン流と機能・制御」の５つの
研究項目を設定した。 

 

２．研究の目的 

 総括班は、本特定領域全体のコーディネー
タ的役割を果たし、研究動向の分析、全体戦
略の策定、各研究項目間の連絡・調整、計画
研究と公募研究の間の連絡・調整、成果のと
りまとめと外部への発信などを行い、同時に
研究推進上必要となる科学・技術上のアドバ
イスと研究成果の客観的な内部評価を行う
ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 総括班のメンバーは、各班長と、理論研究
者として先導的役割を果たしている前川禎
通から構成され、全体戦略の策定や、研究項
目間の連絡・調整、成果のとりまとめと外部
への発信などを行った。さらに、世界的に認
知された指導的研究者を研究協力者として、
客観的な内部評価と研究推進に関する助言
を受けた。 
 具体的には、定期的な研究会を開催して領
域全体の連絡調整を行うとともに、ホームペ
ージの更新、ニュースレターの発行などの広
報活動を行った。また、研究動向の分析結果
や研究協力者からの評価・助言に基づいて、
研究成果の総括と外部への発信を行った。 
 特に、以下の課題について留意しつつ、領
域の運営を行った。 
 ・計画班と公募班の連携強化・共同研究の
推進 
 ・金属と半導体のさらなる連携・推進 
 ・産業界との研究連携およびコミュニケー
ション 
 ・若手研究者の育成・強化 
 ・社会への研究成果の積極的な発信 
 ・海外の研究者とのコミュニケーション強
化および研究会への招へい 
 なお、研究協力者（評価・助言担当）は、
安藤功兒(産業技術総合研究所・フェロー)、
家泰弘(東京大学物性研究所・所長)、大野英
男(東北大学電気通信研究所・教授)、高尾正
敏(大阪大学基礎工学研究科・特任教授)、宮
崎照宣(東北大学原子分子材料化学高等研究
機構・教授)の５人であった。 
 
４．研究成果 
 平成 19 年度は、平成 19 年 10 月 4~5 日

に東北大学でキックオフミーティングを開
催した (図 1)。86 名の参加者があり、計画
研究代表者間の相互理解を深めるとともに、
研究計画について活発な議論がなされた。10 

月 5 日には第 1 回総括班会議を行い、運営方
針や共同研究の進め方などについて討論し、
研究協力者から助言を受けた。また、ホーム
ページおよびメーリングリストを作成する
ことで、計画研究代表者間のみならず関連研
究者との間でコミュニケーションが取れる
体制を構築した。平成 20 年 2 月 27~28 日
には東京大学で平成 19 年度の成果報告会を
開催し、研究の進捗状況の検討と成果の外部
への発信を行った。2 月 28 日には第２回総
括班会議を行った。3 月 12 日には「若手研
究交流会」が開催され、9 人の若手研究者に
よる活発な研究討論が行われた。3 月末には、
海外も含めた外部への情報発信のための平
成 19 年度英文成果報告書を冊子体としてま
とめた。計画研究代表者間のコミュニケーシ
ョンのため、ニュースレター第 1 号も刊行し
た。 

 平成 20 年度は、7 月 22~24 日に平成 20

年度研究会（京都大学、参加者 119 名）およ
び第3回総括班会議を開催し、平成21年1 月
7~8 日に平成 20 年度成果報告会（東北大学、
参加者 111 名）および第 4 回総括班会議を開
催した。10 月にはニュースレター第2号を、
3 月末には平成 20 年度英文成果報告書およ
びニュースレター第 3 号を刊行した。 

 平成 21 年度は、8 月 9~11 日に平成 21 年
度研究会（北海道大学、参加者 128 名; 図 2）
および第 5 回総括班会議を開催し、平成 22

年 1 月 13~14 日に平成 21 年度成果報告会
（東京大学）および第 6 回総括班会議を開催
した。12 月 14~15 日には第 2 回「若手研究
交流会」（物材研）が開催された。9 月にはニ
ュースレター第 4 号を、3 月末には平成 21

年度英文成果報告書およびニュースレター
第 5 号を刊行した。 

図 1 キックオフミーティングにおける
口頭発表会場の写真。 



 

 

  平成 22 年度は、6 月 23~25 日に平成 22

年度研究会（京都大学、参加者 141 名）およ
び第7回総括班会議を開催し、平成23年1 月
6~7 日に平成 22 年度成果報告会（東京大学、
参加者 130 名）および第 8 回総括班会議を開
催した。総括班会議では、研究協力者から助
言を受け、今後のこの領域の継続的な発展に
ついて、綿密な戦略を練るべき、などのご意
見を頂いた。2 月 23~24 日には第 3 回「若
手研究交流会」（東北大）が開催された。9 月
にはニュースレター第 6 号を、3 月末には平
成 21 年度英文成果報告書およびニュースレ
ター第 7 号を刊行した。 
  平成 23 年度は、本特定領域の最終成果報
告会として国際ワークショップ「 5th 
International Workshop on Spin Currents」
を平成 23 年 7 月 25~28 日にの日程で仙台
国際センターにおいて開催した (図 3)。最近
のスピン流研究において注目される議題と
して、①スピンホール効果やスピンゼーベッ
ク効果に代表される純粋スピン流現象、②ス
ピン注入磁化反転や自励発振、電流誘起磁壁
駆動などのスピントランスファー現象、③非
磁性体、特に半導体へのスピン注入、④磁化
の電気的あるいは光学的制御、⑤スピン流の
創出と制御のための材料探索・プロセス・評
価の 5項目について、それぞれの分野におい
て世界最先端の成果を上げている研究者を
組織委員会で選出し、口頭発表をお願いした。
それ以外にも、特定領域研究で得られた成果
が、ポスター講演において数多く報告され、
4 日間にわたって活発な議論が展開された。
また、各計画研究代表者および公募研究代表
者から、領域設定期間中の成果に関するデー
タを収集した。そのデータを元にして、原著
論文、解説、著書、国際会議発表、国内会議
発表、報道（新聞、ＴＶ等）、受賞、特許、
その他（若手育成など）、の 9 項目について
成果のとりまとめを行った。  
 以下に、本特定領域研究で得られた成果の

総数をまとめた結果を示す。 
 ① 原著論文：794件 
 ② 解説総数：90件 
 ③ 図書：61件 
 ④ 招待講演：国内会議 211件、国際会議 
    361件 
 ⑤ 受賞：58件 
 ⑥ 新聞報道：163件 
 ⑦ 産業財産権の出願•取得状況：出願数 
  43件 
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図 2 平成 21 年度研究会におけるポスタ
ー発表会場の写真。 

図 3  国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 5th 
International Workshop on Spin 
Currents」における集合写真。 
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